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【報道関係各位】 

2011年 10月吉日 

がん性疼痛緩和推進コンソーシアム 

 

 

 

 

 

 

 

 日 時 ：  2011年 11月 17日（木） 17：00～18：15 （開場 16：45） 

 会 場 ：  丸ビル ホール＆カンファレンス ROOM5 

            東京都千代田区丸の内 2-4-1丸ビル 7・8階   TEL : 03-3217-7111 

 講 師 ：  独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 外来看護師長 幸阪貴子氏 

        大阪府立大学看護学部講師 NPO法人キャンサーリボンズ委員  田中登美氏 

 

謹啓 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

がん性疼痛緩和推進コンソーシアムでは、がんの痛み治療の普及を推進する活動の一環として、今回『が

ん治療中の「痛み」すくいあげプロジェクト』と称し、NPO 法人キャンサーリボンズとのタイアップ研究を企画

実施致しました。その結果を日本癌治療学会第 49 回学術集会（2011 年 10 月 27 日～29 日）、および日本

がん看護学会（2012 年 2月 10～11 日）で発表いたします。今回のセミナーでは、学会発表と同様の内容を

本研究の中心を担っていただいた幸阪貴子氏（東京医療センター 外来看護師長）と田中登美氏（大阪府

立大学 看護学部講師 NPO法人キャンサーリボンズ委員）に、お話いただきます。 

 

「痛み」は外からは見えず、また、患者さん自身が医療者に遠慮し我慢してしまう、「痛み＝がんの進行⇒が

ん治療が続けられなくなる」との思いから医療者に伝えない、などの問題点があります。本プロジェクトでは、

がん治療が始まったときから「痛み」を顕在化させ、介入につなげるために、がん治療中の患者さんの痛み

の実態を調査いたしました。 

 

痛みなどを緩和する医療が、がんそのものの治療や患者さんの生存期間・その質に貢献する医学的な根拠

や必要性がある一方、実態はまだ十分とは言えない段階で、メディアの情報発信は価値あるものと期待しま

す。 

 

メディアの皆さまにはがん治療中の患者さんの痛みの実態をご理解頂き、がんの痛みを伝えることの重要性、

また臨床現場での取り組みの推進するためにも、是非、ご参集お願い申し上げます。 

 

なお、資料準備のため、11月14日（月）までに添付の返信票にてご都合をお知らせ下さいますようお願い申し上

げます。 

 

 

■がん性疼痛緩和推進コンソーシアムとは・・・ 

がん性疼痛緩和推進コンソーシアムは、2008 年 4 月に「がんの痛み治療の普及・啓発を目的とした企業団体」として設立され

ました。厚生労働省「がん対策推進室」やがん関連団体と歩調を合わせ、産業界の立場から「多くの方々に『がんの痛み治

療』の正しい情報を伝えるための取り組み」を行っています。現在、塩野義製薬株式会社、帝國製薬株式会社、テルモ株式会

社、日本新薬株式会社、久光製薬株式会社、ムンディファーマ株式会社、ヤンセンファーマ株式会社の 7 社（2011 年 4 月 1

日現在、五十音順）がこの活動に参加しています。詳しくはこちらのホームページをご覧ください。/www.toutu.jp 

第 2回 がん性疼痛緩和推進コンソーシアム・プレスセミナー 

がん治療中の「痛み」すくい上げプロジェクト 

― がん治療を受ける患者さんの声 － 
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日 時 ： 2011年 11月 17日（木） 17：00～18：15 （開場 16：45） 

 

プログラム： 

         

 

会 場 ： 丸ビル ホール＆カンファレンス ROOM5 

         東京都千代田区丸の内 2-4-1丸ビル 7・8階 TEL : 03-3217-7111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17：00～17：05 
開会のご挨拶 

がん性疼痛緩和推進コンソーシアム会長 佐藤 健司 

17：05～17：45 

独立行政法人国立病院機構 東京医療センター  

外来看護師長 幸阪 貴子 氏 

大阪府立大学 看護学部講師 NPO法人キャンサーリボンズ委員 

田中 登美 氏 

17：45～18：15  質疑応答 

第 2回 がん性疼痛緩和推進コンソーシアム・プレスセミナー 

 

がん治療中の「痛み」すくい上げプロジェクト 

― がん治療を受ける患者さんの声 － 
 

会場へのアクセス 

□東京駅丸の内南口より 

 徒歩 1分 

□丸ノ内線東京駅より直結  

□千代田線二重橋前駅直結 
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FAX返信票 

第 2回 がん性疼痛緩和推進コンソーシアム・プレスセミナー 

    日時 ： 2011年 11月 17日（木） 17：00～18：15 （開場 16：45） 

           会場 ： 丸ビル ホール＆カンファレンス ROOM5  

ご出席 / ご欠席 
（いずれかを○で囲んでください） 

 

 

 

FAX返信先： 06-6232-1927 
がん性疼痛緩和推進コンソーシアム事務局 行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前  

御社名  

御部署名  

御媒体名  

TEL  

FAX  

E-mail  

   
 

ご記入いただいた個人情報は、ご本人の同意なくプレスセミナー主催者以外の第三者に開示または提供することはありません。また個人情報は、
今後ご関心があると思われる発表会・説明会のご案内などをお送りする際に利用させていただきます。尚、送付が必要ない場合はその旨お知ら
せ下さいますようお願い申し上げます。 

 

 

<<本案内状に関するお問合せ先>> 

がん性疼痛緩和推進コンソーシアム事務局 奥田雅弘 

〒541-0045 大阪市中央区道修町 3丁目 1番 8号 

                               （塩野義製薬株式会社内） 
   電話：06-6209-7917  FAX：06-6232-1927 

E-mail:masahiro.okuda@shionogi.co.jp 


